
新春を祝う会 

新しい年の始まりに希望をこめて
笑顔あふれる1年となりますように

広報しばた　　令和4年 2 月 1 日 ⑧

　新春恒例の「市民表彰式」と「新発田市新春を祝う会」が
感染予防対策をとり、カルチャーセンターで行われました。
　市民表彰式では、各分野で功績のあった個人や団体に
賞状が贈呈されました。新春を祝う会では、開会に先立ち、
月岡芸妓による華麗な演舞が披露され、新春の晴れやかな
ムードに華を添えました。
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　「園児に食べてもらいたい」と㈱新印新潟総合卸売セン
ターから市内の保育園などに「みかん５０箱」が寄附され、
あやめこども園で贈呈式が行われました。
　園児たちは「みかん」を受け取ると満面の笑顔。大きな声
で「ありがとう」と言いながら、みんなで作ったみかんの貼
り絵を、同センターの方へうれしそうに手渡していました。

　県内30市町村が地元愛あふれるPR動画で競いあう同
CM大賞で、当市の作品が準グランプリを受賞しました。
　この動画は、当市の出身者などで構成する「首都圏しばた
サポーターズクラブ」と市が連携し、市内の高校生も参加して
制作したものです。受賞作は、市ホームページなどで視聴でき
るほか、８月までＵＸ 新潟テレビ21で放映されます。

園児へのみかん贈呈式 第２回 新潟ふるさとCM大賞

まちに待ったおいしい「みかん」
早くおやつの時間が来ないかなぁ

「ふるさと」を想う気持ちが結実
しばたのPR動画が準グランプリに！
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広報しばた　　令和4年 2 月 1 日⑨

米倉集落

ヤマノイモ出荷作業

第十八回 城下町しばた雑煮合戦

市内のオリジナル雑煮が大集合!
今年はドライブスルー形式で開催

　新発田の冬の風物詩「城下町しばた雑煮合戦」が、出店を
市内の店舗に限定して2年ぶりに開催されました。
　伝統雑煮や趣向を凝らした創作雑煮を求める多くの人が
来場し、閉会後は、新発田商工会議所青年部により、令和4年
が明るい1年になるように「願い」を込めたスカイランタンの
イベントも行われ、会場が幻想的な光に包み込まれました。
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▲上田綾菜さん

　米倉の地域おこし協力隊の上田綾菜です。
　私は、米倉の風景を写真に撮ることが大
好きです。米倉の春は田植え、夏は蛍、秋は
稲穂、冬は雪景色と魅力が満載です。
　みなさんも四季を楽しめる米倉に、ぜひ足
を運んでみてください！

　米倉集落では、毎年11月にヤマノイモを出荷しています。同集落でヤマ
ノイモを作り始めたのは、減反政策による転作がきっかけです。
　ヤマノイモは、たんぱく質や食物繊維などを含んでおり、体にとてもよ
い食べ物です。スーパーなどには出回っておらず、「米倉ねむの木の市」
で不定期で販売しています。大変人気が高く、すぐに完売となるため、見
つけた際はお早めにお求めください。
　地元の生産者は「お好み焼きの生地やお菓子の材料などに活用でき、
幅広い調理方法があります。米倉の名産のひとつとして、もっと『米倉の
ヤマノイモ』を知ってもらえるようがんばります。」と話していました。
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